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（全国大会優勝続々、福井国体全３種別出場）
　この４月より県柔道連盟会長という要職に就か
せていただきました。このような機会を頂き本県柔
道振興の一端を担うことが出来れば幸いです。共
に努めてまいりたい所存であります。
　平成30年度は大いに収穫のあった年でした。全
国矯正柔道大会での金沢刑務所の優勝から始ま
り、全国中学校柔道大会女子70kg級、辻ななるさ
ん（高尾台中学校）、全国小学生柔道大会６年生
の部、野澤貴哉君（犀川柔道塾）と優勝が続きまし
た。また北信越国体では少年男子、成年男子が接
戦を制し共に優勝、女子を含め全３種別が福井し
あわせ国体に駒を進めることが出来ました。小中
学、高校、一般ともに大きく世界に羽ばたくこと、柔
道人口の増加、底辺拡大のためには力強い限りで
あり今後に繋げていきたいものです。
　昨今、柔道競技者や指導者の環境は大きく変化
し、社会状況による多様化が求められています。そ

していつの時代でも競技力向上と底辺の拡大、指
導者の育成は課題として上がってきます。これらは
すべてリンクしている事と考え本連盟では、今日の
状況を踏まえ、公認指導者資格、安全指導者講
習、伝達講習会を実施する事、また公認形審査委
員の育成を図ることにより近い将来「形」の協議会
開催や普及を考え、その人材を確保するために支
援すること、審判委員の技術向上、安全教育、公認
審判資格取得など資質向上に力を注ぎ取り組んで
います。これら育成は自身の品格や資質向上にもつ
ながるとして、自分のため、選手のため、県柔連のた
め、しいては柔道の繁栄にとって大切なことであり、
将来の為になるのではないかと取り組んでいます。
　次年度は石川県柔道連盟創立70周年となりま
す。2020東京オリンピック開催を控え何かと気ぜわ
しい折り、周年記念行事、式典の際には関係各位
のご協力を願うものであります。

県柔連会長
上 田   重 隆

2018 表　彰　
2019年1月6日の稽古始めにて県柔道連盟「年間優秀選手
賞」の表彰が行われました。　表彰　６名・１団体

稽古納め2018年

・第70回矯正職員武道大会柔道部門
  　　　優勝　金沢刑務所 （団体）
・全国中学校柔道大会
 70㎏級 優勝　 高尾台中学校　辻　ななる
・第15回全国小学生学年別柔道大会  6年生男子
 50kg超級 優勝　 犀川柔道教室　野澤　貴哉
・全日本ジュニア柔道体重別選手権大会
 66kg級 ３位　 鶴来高等学校　若狭　智也
・全日本学生柔道体重別選手権大会
 78kg級 ３位　 金沢学院大学　松田なみき
 78kg級 ３位　 金沢学院大学　清水　美緒
・全国矯正職員武道大会
 66kg超級　優勝　金沢刑務所　　中川　直治

柔道舞踊が
　　となりのテレ金ちゃんで紹介されました！

柔道舞踊が10/5放送のとなりのテレ金ちゃん
北陸３県イイトコどり～のコーナー「気軽に健
康づくり」のテーマで石川県として柔道舞踊が
紹介されました‼

躍動する、石川柔道！！

石川県柔道連盟　副会長　長崎　桂子　
　栄えある生涯スポーツ功労者賞は石川県柔道連盟、関係各位の
大きなお力添えあっての受賞と感謝申し上げます。この受賞を機
に今後も全力を尽くして参りたいと決意いたしております。あり
がとうございました。

平成30年度　生涯スポーツ功労者表彰受章
文部科学大臣
表　彰

稽古始め2019年

石川県柔道連盟　名誉会長　西　　恒成　
　私は平成30年12月12日戦没者遺族援護功労者
厚生労働大臣表彰を受章する事が出来ました。
　私の父は昭和20年７月、フィリピン、ミンダ
ナオ島で戦死、子供のころから皆さんに助けら
れて成人する事が出来ました。成人になり子供
のころ受けた恩返しのつもりで遺族会及び親の
いない子供たちの為に、少年柔道教室を開いた
り遺族会のお世話をしたり、フィリピンの子ど
も達に支援をしたりしてきたのが認められたの
かなと思います。
　これを機会に次の世代に自分で何が出来るか
頑張ってみたいです。

平成30年度　戦没者遺族援護功労者表彰受章 厚生労働大臣
表　彰
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第38回全国少年柔道大会　　　  　　　　　　　　　　　5/5　東京・講道館

第15回全国小学生学年別柔道大会石川県大会　　　 6/10　石川県立武道館

男子個人　小学5年　45㎏級　　優勝　喜多　雄大（鶴来坂田道場）

　　　　　小学5年　45㎏超級　優勝　林　諒太朗（中能登柔道教室）

　　　　　小学6年　50㎏級　　優勝　村　一刀斎（窪田柔道倶楽部）

　　　　　小学6年　50㎏超級　優勝　野澤　貴哉（犀川柔道教室）

女子個人　小学5年　40㎏級　　優勝　平　　彩乃（松任柔道スポーツ少年団）

　　　　　小学5年　40㎏超級　優勝　廣江　清葉（窪田柔道倶楽部）

　　　　　小学6年　45㎏級　　優勝　大河内結衣（窪田柔道倶楽部）

　　　　　小学6年　45㎏超級　優勝　中村　美羽（全日本柔道少年団七尾分団）

第15回全国小学生学年別柔道大会　8/26  キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター

男子個人　小学5年　45㎏級　　喜多　雄大(鶴来坂田道場)  1回戦敗退

　　　　　小学5年　45㎏超級　林　諒太朗（中能登柔道教室）  1回戦敗退

　　　　　小学6年　50㎏級　　村　一刀斎（窪田柔道倶楽部）  1回戦敗退

　　　　　小学6年　50㎏超級　野澤　貴哉（犀川柔道教室） 優勝

女子個人　小学5年　40㎏級　　平　　彩乃（松任柔道スポーツ少年団） 2回戦敗退

　　　　　小学5年　40㎏超級　廣江　清葉（窪田柔道倶楽部）  1回戦敗退

　　　　　小学6年　45㎏級　　大河内結衣（窪田柔道倶楽部）  3回戦敗退

　　　　　小学6年　45㎏超級　中村　美羽（全日本柔道少年団七尾分団） 3回戦敗退

第43回石川県少年柔道大会　　　　　　　　　　　11/11　石川県立武道館

団体戦１部　優勝　鶴来坂田道場　　　２位　窪田柔道倶楽部

　　　　　　３位　中能登柔道教室　　３位　邑知少年柔道教室

団体戦２部　優勝　全日本柔道少年団七尾分団　２位　内灘町少年柔道教室

　　　　　　３位　野々市中央分団　　３位　全日本柔道少年団小松分団

団体戦３部　優勝　県立武道館　　２位　北陸綜合警備少年柔道教室

　　　　　　３位　かほく市少年柔道教室　　３位　志賀町少年柔道教室

男子個人 女子個人

小学男子軽量級 優勝 北野慎之祐(中能登) 小学女子軽量級 優勝 西　　結穂(野々市)

小学男子中量級 優勝 村　一刀斎(窪田) 小学女子重量級 優勝 中村　美羽(七尾)

小学男子重量級 優勝 野澤　貴哉(犀川) 

中学生男子の部 優勝 鷲見　　陽(鶴来) 中学生女子の部 優勝 辻　ななる(窪田)

第39回全国少年柔道大会石川県予選大会　　　　　 ３/10　石川県立武道館

団体　　優勝　 鶴来坂田道場 　　2位　窪田柔道倶楽部

　　　　３位　邑知少年柔道教室 　　3位　松任柔道スポーツ少年団

男子個人　　　　　　　　　　　　　女子個人

　小学3年　  優勝 石橋　慶己(犀川) 　小学3年　  優勝 深谷　芽生(窪田)

　小学4年　  優勝 水道　啓人(中能登) 　小学4年　  優勝 三崎せれな(坂田)

　小学5年　  優勝  國本　宙良(坂田) 　小学5年　  優勝 堀　紗羅葉(坂田)

小学6年軽量級 優勝 北野慎之祐(中能登) 小学6年軽量級 優勝 西　　結穂(野々市)

小学6年中量級 優勝 村　一刀斎(窪田) 小学6年重量級 優勝 中村　美羽(七尾)

小学6年重量級 優勝 野澤　貴哉(犀川)

第61回石川県中学校柔道大会　　　　　　　　　  7/14～15　石川県立武道館

男子団体 優勝 内灘中　2位 中能登中 女子団体 優勝 中能登中  2位 高尾台中

　　　　 ３位 高尾台中　3位 北辰中 　　　　３位 笠間中　3位 津幡中

男子個人 女子個人

50㎏級　 優勝 大河内優斗（高尾台中） 40㎏級　 優勝 新木　美紅（笠間中）

55㎏級　 優勝 井海　晴天（北辰中） 44㎏級　 優勝 山崎伊久美（笠間中）

60㎏級　 優勝 福田　悠真（北辰中） 48㎏級　 優勝 岩見　紗耶（津幡中）

66㎏級　 優勝 鷲見　　陽（鶴来中） 52㎏級　 優勝 北野　那美（中能登中）

73㎏級　 優勝 清水　貫汰（中能登中） 57㎏級　 優勝 坂　　衣織（笠間中）

81㎏級　 優勝 安田　琢磨（布水中） 63㎏級　 優勝 喜多なつみ（北辰中）

90㎏級　 優勝 生田勇次郎（内灘中） 70㎏級　 優勝 辻　ななる（高尾台中）

90㎏超級 優勝 根来　汰地（内灘中） 70㎏超級 優勝 安田　美友（津幡中）

第39回北信越中学校総合体育大会 柔道競技

　　　　　　　　　　　　　　　　　8/7　松任総合運動公園体育館柔道場

男子団体　3位  内灘中学校 女子団体　3位  中能登中学校

男子個人　 女子個人

50㎏級　 ３位 大塚　亮汰（中能登中） 44㎏級　 ３位 山崎伊久美（笠間中）

55㎏級　 優勝 井海　晴天（北辰中） 52㎏級　 ２位 北野　那美（中能登中）

60㎏級　 優勝 福田　悠真（北辰中） 57㎏級　 ３位 戸澗　望愛（中能登中）

　　　 　 ３位 重野　泰成（能都中） 63㎏級　 ２位 喜多なつみ（北辰中）

73㎏級　 優勝 清水　貫汰（中能登中） 70㎏級　 ２位 辻　ななる（高尾台中）

　　　 　 ３位 喜成　昌輝（高尾台中） 70㎏超級 ２位 安田　美友（津幡中）

81㎏級　 優勝 安田　琢磨（布水中） 

90㎏級　 優勝 生田勇次郎（内灘中） 

第49回全国中学校柔道大会　　　　　　　8/17～20　広島県立総合体育館

男子団体　内灘中学校 女子団体　中能登中学校

男子個人 女子個人

50㎏級  大河内優斗（高尾台中）3回戦敗退 40㎏級  新木　美紅（笠間中）1回戦敗退

55㎏級  井海　晴天（北辰中）2回戦敗退 44㎏級  山崎伊久美（笠間中）2回戦敗退

60㎏級  福田　悠真（北辰中）2回戦敗退 48㎏級  岩見　紗耶（津幡中）1回戦敗退

66㎏級  鷲見　　陽（鶴来中）3回戦敗退 52㎏級  北野　那美（中能登中）3回戦敗退

73㎏級  清水　貫汰（中能登中）　  ベスト8 57㎏級  坂　　衣織（笠間中）1回戦敗退

81㎏級  安田　琢磨（布水中）3回戦敗退 63㎏級  喜多なつみ（北辰中）3回戦敗退

90㎏級  生田勇次郎（内灘中）3回戦敗退 70㎏級  辻　ななる（高尾台中）　　　優勝

90㎏超級 根来　汰地（内灘中）2回戦敗退 70㎏超級安田　美友（津幡中）2回戦敗退

第13回中学生柔道錬成石川大会　　  12/１　松任総合運動公園体育館柔道場

団体男子Ⅰ部 団体女子Ⅰ部

優勝 福井中（福井県） ２位 北辰中（石川県） 優勝 東松山北中（埼玉県） 2位 福井中（福井県）

３位 鶴来中（石川県） ３位 高尾台中（石川県） 3位 邑知・羽咋中（石川県） 3位 中能登中（石川県）

団体男子Ⅱ部 団体女子Ⅱ部

優勝 粟野中（福井県） 優勝 丸岡南・光陽中（福井県）

2位 小松選抜（石川県） 2位 笠間・高尾台中（石川県）

大会成績

〈 小 学 生 〉

〈 中 学 生 〉

団体　窪田柔道倶楽部
　　予選リーグ　　　　　　　 ２－１　橿原市柔道クラブ(奈良)
　　　　　　　　　　　　　   ５－０　久慈市立三船十段記念館(岩手)
　　決勝トーナメント　1回戦　０－４　宝道場（宮崎）

予選リーグ（1勝1敗・予選リーグ敗退） 予選リーグ（1勝1敗・予選リーグ敗退）
　　　　０－５東海大浦安（千葉）  　２－１福江（長崎）
　　　　３－１内郷一（福島）  　０－３中広（広島）

総務委員長　本出　正博
　平成30年度の石川県柔道連盟各種行事も､会員各位のご
協力により滞りなく終了できましたことに深く感謝申し上げます。
　平成30年度から上田新会長の下、本連盟が取り組んできた
重点事項が３つあります。「競技力の向上、指導者の育成、昇
段・昇級の推進」です。
　「競技力の面」からは、犀川柔道教室の野澤貴哉選手、金沢
市立高尾台中学校の辻ななる選手、金沢刑務所が日本一に輝
くことができました。平成30年度は、各カテゴリーにおいても活
躍した1年であったと思います。この競技力の成績をコンスタン
トに出せるように縦の連携をより図っていきたいと思います。
　「指導者の面」からは、中学校・高等学校と指導者の減少は
重要課題です。さらに、ここ数年来、小・中・高と上がるに連れ
100人ずつ競技人口が減っています。これは、各所属に専門顧
問が配置されないのも１つの原因かもしれませんが、各所属
で指導している指導者の方々も指導を見直していく時期に来
ているかも知れません。「チャンピオン柔道」に取り組むと同時
に、「生涯柔道」ができる場を作ることも必要となってきていま
す。指導の工夫も大事かと思われます。
　「昇段・昇級の面」においては、現在連盟では社会人大会・
紅白試合等を設けて昇段の促進を行っております。是非、所属
の方にも声をかけていただいて欲しいと思います。昇段を目
指す際に行う「形」を学ぶことで、柔道の「理合い」を再認識す
ることができると思います。
　平成31年度は、当連盟70周年を迎えることになります。是
非、会員の皆様と共に、より飛躍していく連盟を築いて参りた
いと思いますので、今後ともご支援ご協力の程よろしくお願い
致します。

審議委員長　安達　明文
　平成30年度から審議を担当させていただいております。関
係者の方々には多大なるご協力を賜り誠にありがとうござい
ました。
　当連盟の重点事項のひとつに「昇段・昇級の推進」が掲げら
れております。多くの方に昇段していただきたいと考えており
ましたが、残念ながら、昇段審査会受審者は昨年の同時期と
比べ10名の減少となっております。昇級・昇段は、柔道の修行
をしていく上で、大事な目標の一つにもなると思います。
　本年度は、現役として競技者登録をしている人はもちろんです
が、現役を退いた社会人の方も、是非、昇段に挑戦していただ
き、生涯にわたって柔道に携わり、柔道を楽しんでいただきたい
と思っています。引き続き、ご協力のほどよろしくお願いします。

競技委員長　上野　純一
　平成30年度は各大会の参加選手は全体的に横ばい状態で
したが、社会人大会においては８チーム減であり、原因として
予定していた日程の変更が考えられます。今後、日程の変更等
があった場合はいち早く県柔連ホームページに掲載したいと
思います。その社会人大会ですが、今後ルールの見直し等を
行い、生涯柔道の観点から楽しめる大会を目指したいと考え
ております。柔道とは勝つか負けるかの真剣勝負であることは
当然のことですが、高段者・高齢者・初心者・往年の名選手が
一堂に会し、楽しむ柔道試合というのも必要ではないかと思
います。柔道人口底辺拡大と同様、柔道愛好者も減少しないよ
う次回参加チームが増となるよう改善していきたいと思います。
　今後も選手ファーストの大会運営を実施していきたいと思
いますので、県柔道連盟の皆様方のご理解ご協力のほどを宜
しくお願いいたします。

審判委員長　渡辺　直勇
　平成30年度、石川県柔道連盟主催による13大会15日間の
大会が無事終了する事が出来ました。これも偏に審判員を引
き受けて頂いた関係各位のお陰と心より御礼申し上げます。

今年度、本連盟では審判の依頼を事前にカテゴリー別にして
メール配信で選出させて頂きました。この連絡がスムーズに
展開致しましたので、次年度もこの方法を活用しようと考えて
おります。また、ケアシステムにおいてはインカムを積極的に
活用しようと考えています。審判講習会では中央講師を招き開
催する予定でおります。ライセンスに関係なく多くの方に参加
して頂き、細かく変化した新ルールを熟知し対応して頂きたい
と考えております。最後に審判員の服装についてですが、新年
度よりネクタイの変更がありますので、ご連絡させていただき
ます。新年度もよろしくお願いします。

形委員長　上濃　達朗
　形委員会として年五回の形講習会をさせていただいており
ます。形講習会につきましては初段の「投の形」から参段の「固
の形」までを指導させていただいておりますが、昇段審査を受
験する方は勿論のこと、自己研鑽で講習会を受講される方も
歓迎しております。時間や指導員の都合もありますが、ぜひ参
加していただきたいと思います。北信越形選手権では今年も
全国出場チームを出すことが出来ましたが、全国大会ではま
だまだ通用するレベルではなく、競技レベルの底上げが必要
であると感じました。つきましては今後の目標として石川県の
形レベル向上を目指して、石川県形選手権を行っていければ
と考えております。
　まだまだ形の理解・認知度は低いですし浸透させていける
ように今後も努力したいと思います。

強化委員長（男子）　川端　健司
　昨年度は皆様のご協力のもと、全事業を無事終えることが
できました。ここに深く感謝申し上げます。
　さて、昨年度は全国大会個人戦において優勝者が3名、団体
戦において優勝チームが1チームという成績を収め、少年団
から社会人に至るまで、飛躍の年となりました。また、国体にお
いては少年男子、成年男子ともに北信越予選を突破し、本国
体出場を果たすことができました。
　今年度は、昨年度同様の強化に加え、世代を超えた合同稽
古や若手指導者育成事業を実施し、石川県柔道連盟としての
一体感を醸成しながら、更なる強化を図りたいと思います。ご
協力の程よろしくお願い申し上げます。

強化委員長（女子）　江口　遼至
　今年度は、福井国体に向け、成年・少年の枠を超えた「チー
ム石川」としての連帯感の向上を目指し、積極的に強化練習
会での意識付けや、国体選手の泊を伴う合宿等を行ってきま
した。結果は2回戦敗退と、目標としていた上位入賞は果たせ
ませんでしたが、チーム一丸となり強豪・大阪府を破って挙げ
た一勝は、今後につながる価値のあるものだと考えています。
次年度は北信越予選の突破と茨城国体での上位入賞、またカ
テゴリの枠を超えた長期的な強化策の実施に向け、委員一丸
となって努力していきたいと考えています。引き続き、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

指導普及委員長　麻井　正和
　今年度もみなさんのご協力のもと、全事業を無事に終える
ことができましたことに、深く感謝申し上げます。
　さて、全柔連公認指導者資格がポイント取得制へ移行しま
して２年目を迎えました。昨年度は21名、今年度は92名の先
生方が指導者資格更新に必要なポイントを取得し、指導者資
格の更新を図りました。12月に行われました、Ｂ指導員養成
講習会及びＣ指導員養成講習会では昨年度に引き続きカテ
ゴリーの枠を越え、指導方法や安全管理について活発な意見
交換が行われ、大変重要な学びの場になったことをうれしく思
います。
　今後も縦、横の繋がりを大切にした講習会を実施し、県全
体の指導力向上と普及振興を図りたいと思います。みなさま
のさらなるご協力をいただきますようよろしくお願い申し上げ
ます。

委員会報告
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　僕は夏休みにあった全国小学生学年別柔道大
会に二年連続で出場、昨年はベスト８に終わり、
その悔しさを忘れずに、今年は「大きくて強い
選手も同じ6年生、絶対に負けない。」という
気持ちで臨みました
　そして決勝戦まで進み、丸田先生に「お前の
持ち味は、攻める柔道や、自分の柔道に自信を
もっていけ。」と、その言葉を意識して試合に
臨み優勝を掴み取りました。試合後、自分の将
来の夢のスタートとして受け止め、僕はなんと

か涙をこらえまし
た。

　僕は、年長から柔道
を始めて最初は勝てずで

全国を意識し始めたのは小学4年生3月の県大会
で優勝した時。練習や試合は、誰が相手でも本
気でやってきた事が、今回の全国優勝に繋がっ
たと思います。一生の思い出となりました。
　この優勝で、普段の生活で僕を支えてくれた
両親、そして僕の柔道に関わってくれた全ての
方に・・・本当に、ありがとうございますと、
いう想いでいっぱいです。中学へ行っても沢山
一本とって、今度は全中で優勝できるように頑
張ります。

　全国大会は、私にとって夢の舞台でした。昨
年はその舞台に立つことが目標でしたが、今回
は優勝することが目標でした。そのために優勝
するには何が必要かを考え、一つ一つの課題を
クリアしていくことを目的に練習してきました。

　試合当日、初戦は緊張もあり動きが固かった
ものの、それ以降は緊張もほぐれ、順当に勝ち
上がることができました。
　迎えた決勝戦。試合場に上がると、会場中に
響き渡る「ななる、行けよ！」の声援が聞こえ
ました。見上げると、石川県のみんなが応援し
てくれている姿が目に入り、感激のあまり涙が
出そうになりました。そんな仲間達や石川県で
応援してくださっている方々、これまでお世話
になった先生方に結果で恩返しがしたいと気持
ちを引き締め試合に臨みました。
　決勝戦は一進一退の展開でしたが、終盤に得
意技の小外刈りで一本を取り、優勝することが

できました。
　これまで私は多くの方々に応援していただき
ました。その応援が私の力となり、苦しいこと
や辛いことも乗り越えることができました。今
回、日本一になれたのもそのおかげだと思って
います。私は「応援される人間でなければ人は
成長できない。そのためには応援されるに相応
しい人間でなければならない。」と考えています。
　高校でも更に活躍できる選手になるため頑張
っていきます。今後とも応援よろしくお願いし
ます。

　５月30日東京拘置所達道殿において、第70回
全国矯正職員武道大会施設対抗試合（柔道の
部）が開催され、金沢刑務所は出場11回目にし
て初優勝することができました。
　選手６人はその試合の状況によって各々の
役割を自覚し、次の選手に確実にバトンを渡し、
まさにチームワークで掴み取った勝利ではない
かと思います。
　今回の全国優勝で「柔道王国石川」を他県の
チームにアピールできたことを選手一同嬉しく

　思います。石川県柔道連盟の皆さまご声援あ
りがとうございました。

今後の更なる活躍を期待します。
全国大会優勝おめでとう

第70回  全国矯正職員武道大会施設対抗試合（柔道の部）

第15回全国小学生学年別柔道大会
　　　　　　6年生男子50kg超級　優 勝
　犀川柔道教室　６年　野 澤   貴 哉

特集

優勝　金沢刑務所

第49回全国中学校柔道大会
　　　　　　個人70㎏級　優 勝
　高尾台中学校　３年　辻 　ななる
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石川県柔道連盟ホームページ

大会結果、イベント、昇段審査報告を掲載

HPアドレス　
    http://www.judo-ishikawa.com

　　

第18回石川県中学生新人柔道大会 　  ２/９　松任総合運動公園体育館柔道場

男子団体 優勝 北辰中　2位 高尾台中 女子団体 優勝 北辰中 2位 中能登中

　　　　 ３位 鶴来中　3位 内灘中 　　　　 ３位 城南中　3位 津幡中

男子個人 女子個人

50㎏級　 優勝 扇割　星伍（北辰中） 40㎏級　 優勝 吉澤　美結（城南中）

55㎏級　 優勝 中谷　光騎（鶴来中） 44㎏級　 優勝 新木　美紅（笠間中）

60㎏級　 優勝 小島　佑斗（輪島中） 48㎏級　 優勝 谷内　美裕（笠間中）

66㎏級　 優勝 石川　大真（高尾台中） 52㎏級　 優勝 荒井　望緒（城南中）

73㎏級　 優勝 南出　健槙（鶴来中） 57㎏級　 優勝 戸澗　望愛（中能登中）

81㎏級　 優勝 髙田　晋吾（内灘中） 63㎏級　 優勝 喜多なつみ（北辰中）

90㎏級　 優勝 竹田　春理（高尾台中） 70㎏級　 優勝 林　　弘華（中能登中）

90㎏超級 優勝 松川　想良（高尾台中） 70㎏超級 優勝 林　　莉帆（中能登中）

第26回石川県高等学校春季柔道大会 　　　　　　4/22　石川県立武道館

男子団体Ⅰ部　優勝 津幡A　2位 鶴来A　3位 津幡B　3位 鶴来B

男子団体Ⅱ部　優勝 金沢桜丘   2位 小松大谷A   3位 石川高専   3位 羽咋

女子団体　優勝 津幡A　2位 金沢学院A　３位 津幡B　3位 金沢A

平成30年度石川県高等学校総合体育大会  柔道競技  　5/31～6/2　石川県立武道館

男子団体  優勝  津幡　2位 鶴来 女子団体 優勝  津幡　2位  金沢学院

　　　    ３位  航空石川　3位  金沢 　　　    ３位  金沢　3位  小松大谷

男子個人 女子個人

60㎏級　 優勝  中川　喬介（小松大谷） 48㎏級　 優勝  上倉　舞知（金沢学院）

66㎏級　 優勝  若狭　智也（鶴来） 52㎏級　 優勝  小林　桃果（金沢学院）

73㎏級　 優勝  別司　宝聖（鶴来） 57㎏級　 優勝  渕田　萌生（津幡）

81㎏級　 優勝  喜成　健斗（鶴来） 63㎏級　 優勝  小坂　愛美（津幡）

90㎏級　 優勝  寺島　悠太（津幡） 70㎏級　 優勝  松井那菜子（金沢）

100㎏級　 優勝  室木　修幸（津幡） 78㎏級　 優勝  大和田理楠（金沢）

100㎏超級 優勝  布目　王雅（津幡） 78㎏超級 優勝  小林　琳央（金沢学院）

第59回北信越高等学校総合体育大会  柔道競技　　　   　　6/16～17  福井県立武道館

男子団体　優勝 津幡　3位 鶴来 女子団体　優勝 津幡　3位 金沢学院

男子個人 女子個人

60㎏級　優勝  中川　喬介（小松大谷） 48㎏級　優勝  上倉　舞知（金沢学院）

　　　 　３位  平田　　匠（鶴来） 52㎏級　３位  山﨑　朱音（金沢）

66㎏級　優勝  若狭　智也（鶴来） 　　　　 ３位  小林　桃果（金沢学院）

73㎏級　３位  大塚　遥人（津幡） 57㎏級　優勝  渕田　萌生（津幡）

90㎏級　優勝  寺島　悠太（津幡） 63㎏級　３勝  北野　佑美（津幡）

　　　 　２位  黒澤　敬太（県立工業） 　　　 　３位  小坂　愛美（津幡）

100㎏超級 優勝  布目　王雅（津幡） 78㎏級　３勝  大和田理楠（金沢）

第67回全国高等学校総合体育大会 柔道競技

　　　　　　　　　　8/8～12  三重県津市産業・スポーツセンター（サオリーナ）

男子団体　津幡　　ベスト16 女子団体　津幡　　２回戦敗退

男子個人 女子個人

60㎏級  中川　喬介（小松大谷） 2回戦敗退 48㎏級  上倉　舞知（金沢学院）   ベスト16

66㎏級  若狭　智也（鶴来）　2回戦敗退 52㎏級  小林　桃果（金沢学院）　　　　5位

73㎏級  別司　宝聖（鶴来）　　ベスト16 57㎏級  渕田　萌生（津幡）　　　　5位

81㎏級  喜成　健斗（鶴来）　2回戦敗退 63㎏級  小坂　愛美（津幡）　1回戦敗退

90㎏級  寺島　悠太（津幡）　　ベスト16 70㎏級  松井那菜子（金沢）　1回戦敗退

100㎏級  室木　修幸（津幡）　1回戦敗退 78㎏級  大和田理楠（金沢）　2回戦敗退

100㎏超級  布目　王雅（津幡）　2回戦敗退 78㎏超級 小林　琳央（金沢学院）1回戦敗退

平成30年度石川県高等学校新人体育大会  柔道競技　　  11/８～10 石川県立武道館

男子団体 女子団体

男子個人 女子個人

60㎏級　 優勝 豊永　奏太（津幡） 48㎏級　 優勝 平田　絢子（津幡）

66㎏級　 優勝 関軒　楽生（金沢） 52㎏級　 優勝 松本　　灯（金沢学院）

73㎏級　 優勝 岩見　倖汰（津幡） 57㎏級　 優勝 山出　愛結（金沢）

81㎏級　 優勝 松川　怜司（津幡） 63㎏級　 優勝 河合　葉菜（金沢泉丘）

90㎏級　 優勝 寺島　悠太（津幡） 78㎏級　 優勝 中森　華音（金沢学院）

100㎏級　 優勝 大橋　洸俊（津幡） 78㎏超級 優勝 小林　琳央（金沢学院）

100㎏超級 優勝 松井　拡樹（鶴来） 

第41回全国高等学校柔道選手権大会石川県大会　1/19～20　石川県立武道館

男子団体 女子団体

男子個人  女子個人

60㎏級　優勝   豊永　奏太（津幡） 48㎏級　優勝   上倉　舞知（金沢学院）

66㎏級　優勝   関軒　楽生（金沢） 52㎏級　優勝   山﨑　朱音（金沢）

73㎏級　優勝   岩見　倖汰（津幡） 57㎏級　優勝   北野　佑美（津幡）

81㎏級　優勝   本田　優真（津幡） 63㎏級　優勝   小坂　愛美（津幡）

無差別級　優勝   寺島　悠太（津幡） 無差別級　優勝   中森　華音（金沢学院）

第41回全国高等学校柔道選手権大会　　　　　3/20・21　東京・日本武道館

男子団体　津幡 女子団体　金沢学院

  1回戦  2人残し勝  東北高校（宮城）   1回戦　0 － 2　創志学園（岡山）

  2回戦  2人残し負  木更津総合（千葉）

男子個人 女子個人

60㎏級 　豊永　奏太（津幡）　   2回戦 48㎏級 　平田　絢子（津幡）　   3回戦

66㎏級 　関軒　楽生（金沢）　   2回戦 52㎏級 　山﨑　朱音（金沢）　   2回戦

73㎏級 　岩見　倖汰（津幡）　   2回戦 57㎏級 　山出　愛結（金沢）　   1回戦

81㎏級 　本田　優真（津幡）　   1回戦 63㎏級 　小坂　愛美（津幡）　   1回戦

無差別級  寺島　悠太（津幡）　   2回戦 無差別級  中森　華音（金沢学院）1回戦

第67回北信越学生柔道優勝大会
第27回北信越学生女子柔道優勝大会　　　　　　　5/20　石川県立武道館

男子団体  女子団体 

優勝　金沢学院大学 優勝　金沢学院大学

２位　北陸大学 

第37回北國杯北信越学生柔道体重別選手権大会
第30回北國杯北信越女子学生柔道体重別選手権大会　　　　9/1　石川県立武道館

男子個人 女子個人

60㎏級 優勝 小野　賢男（金沢学院大） 48㎏級 優勝 篠邨　真希（金沢学院大）

　　　 ２位 大谷　　衛（北陸大） 52㎏級 優勝 柳光　真麻（金沢学院大）

　　　 ３位 大橋　将太（金沢工業大） 　　　 ３位 柳　　海音（金沢学院大）

66㎏級 優勝 中島　恒星（北陸大） 57㎏級 優勝 小宮山由里（金沢学院大）

　　　 ３位 大橋　将太（金沢工業大） 　　　 ２位 松下　沙都（金沢学院大）

73㎏級 優勝 山崎寿希也（金沢学院大） 　　　 ３位 遠藤　優衣（金沢学院大）

　　　  ２位 島田　　瑠（金沢学院大） 63㎏級 優勝 橋本　悠樹（金沢学院大）

　　　 ３位 関谷　太志（金沢大） 　　　 ２位 前川菜央子（金沢学院大）

81㎏級 優勝 長原　侑生（北陸大） 　　　 ３位 小松　　涼（金沢学院大）

　　　 ２位 平川　直樹（金沢工業大） 70㎏級 優勝 瀬川　侑希（金沢学院大）

　　　 ３位 大洞　立樹（金沢学院大） 　　　 ２位 安田　優花（金沢学院大）

　　　 ３位 谷口　泰進（金沢学院大） 78㎏級 優勝 松田なみき（金沢学院大）

90㎏級 優勝 濱谷　拓斗（北陸大） 　　　 ２位 清水　美緒（金沢学院大）

　　　 ２位 松原　　誠（金沢学院大） 　　　 ３位 黒坂　麻樹（金沢学院大）

　　　 ３位 吉岡　好誠（北陸大） 78㎏超級 優勝 渡辺　心実（金沢学院大）

100㎏級 優勝 須田　晃人（金沢学院大） 

　　　 ３位 黒坂　雄大（金沢学院大） 

　　　 ３位 吉田　篤人（金沢学院大） 

100㎏超級 ２位 田村　優亘（北陸大） 

　　　 ３位 中村　拓郎（金沢学院大）

　　　 ３位 池本　力哉（金沢学院大）

第20回北信越学生柔道体重別団体優勝大会　　　　　9/2　石川県立武道館

男子　優勝　金沢学院大　　３位　北陸大学　　３位　金沢工業大

全日本学生柔道体重別選手権大会(男子37回・女子34回)　　　9/29～30  日本武道館

男子 女子

 63㎏級 ５位 橋本　悠樹（金沢学院大）

 78㎏級 ３位 松田なみき（金沢学院大）

 　　　 ３位 清水　美緒（金沢学院大）

 　　　 ５位 黒坂　麻樹（金沢学院大）

第15回湊谷杯全国学生柔道体重別選手権大会

　　　　　　　　　　　　　11/17～18　松任総合運動公園体育館柔道場

男子個人 女子個人

軽量級 ２位 岡　　亮太（金沢大学） 78㎏級 ２位 清水　美緒（金沢学院大）

　　　  ３位 藤田京一郎（金沢大学） 　　　  ３位 松田なみき（金沢学院大）

　　　  ３位 伊藤　直也（金沢大学） 78㎏超級 優勝 渡辺　心実（金沢学院大）

無差別級 優勝 小田　大雅（金沢工業大）

　　　  ２位 村上　泰星（金沢学院大）

　　　  ３位 向　　恒成（金沢大学）

平成30年度石川県男女ジュニア柔道体重別選手権大会　5/６　石川県立武道館

男子個人 女子個人

55㎏級　 優勝 出森　陽大（鶴来高校） 44㎏級　優勝 坂田　彩里（県立工業高校）

60㎏級　 優勝 平田　　匠（鶴来高校） 48㎏級　優勝 上倉　舞知（金沢学院高校）

66㎏級　 優勝 若狭　智也（鶴来高校） 52㎏級　優勝 山﨑　朱音（金沢高校）

73㎏級　 優勝 島田　　瑠（金沢学院大学） 57㎏級　優勝 渕田　萌生（津幡高校）

81㎏級　 優勝 大洞　立樹（金沢学院大学） 63㎏級　優勝 小坂　愛美（津幡高校）

90㎏級　 優勝 吉岡　好誠（北陸大学） 70㎏級　優勝 前川菜央子（金沢学院大学）

100㎏級　 優勝 本出　達基（津幡高校） 78㎏級　優勝 清水　美緒（金沢学院大学）

100㎏超級 優勝 布目　王雅（津幡高校） 78㎏超級優勝 前畑　鈴音（金沢学院高校）

第55回石川県体重別柔道選手権大会　　　　　  　　  5/27　石川県立武道館

男子個人 

60㎏級　優勝 大橋　将太（金沢工業大学） 90㎏級　優勝 澤　健志郎（石川県警察）

66㎏級　優勝 清田　佳介（石川県警察） 100㎏級　優勝 北山　　彰（石川県警察）

73㎏級　優勝 山崎寿希也（金沢学院大学） 100㎏超級 優勝 北村　和也（金沢刑務所）

81㎏級　優勝 加藤　宏輔（石川県警察）

第73回国民体育大会柔道競技出場選手選考会　　　　 7/1　石川県立武道館

成年男子 成年女子

60㎏級　優勝 小野　賢男（金沢学院大学） 57㎏級　優勝 小宮山由理（金沢学院大学）

73㎏級　優勝 中川　直治（金沢刑務所） 無差別級 優勝 橋高　朱里（金沢学院大学院）

90㎏級　優勝 澤　健志郎（石川県警察） 

無差別級 優勝 上野　翔平（筑波大学）

平成30年度北信越男女ジュニア柔道体重別選手権大会　 7/8　福井県立武道館

男子個人 女子個人

60㎏級　優勝 平田　　匠（鶴来高校） 57㎏級　優勝 渕田　萌生（津幡高校）

66㎏級　優勝 若狭　智也（鶴来高校） 78㎏級　優勝 清水　美緒（金沢学院大学）

73㎏級　２位 島田　　瑠（金沢学院大学） 78㎏超級 優勝 前畑　鈴音（金沢学院高校）

90㎏級　２位 吉岡　好誠（北陸大学） 

100㎏級　２位 本出　達基（津幡高校） 

100㎏超級  優勝 布目　王雅（津幡高校） 

第43回全国教員柔道大会　　　　　　　　　　　　　　  　　8/4　講道館

エントリーなし

第39回北信越国民体育大会柔道競技　　　     8/18～19　長岡市市民体育館

成年男子　１位　　　　少年男子　３位

第46回石川県社会人柔道大会　　　　　　　　　  10/21　石川県立武道館

団体Ⅰ部　優勝　北陸綜合警備保障　  　    2位　鶴来道場

　　　　　３位　本多の森Ａ　　　　  　　3位　北陸電力

団体Ⅱ部　優勝　窪田倶楽部Ｂ　　　　　  2位　本多の森Ｂ

第73回国民体育大会柔道競技会　　　　　　   10/６～８　福井県立武道館

青年男子  2回戦  石川県 0－4 大分県 女子  1回戦  石川県  代 1－1 大阪

少年男子  2回戦  石川県 1－1 北海道 　　  2回戦  石川県 0－3 埼玉

平成30年度石川県段別柔道選手権大会　　　      　11/25　石川県立武道館

段外の部 優勝 ジャブハラントゥグス（日本航空石川） 参段の部 優勝 北山　　彰（石川県警察）

初段の部 優勝 別司　宝聖（鶴来高校） 四段の部 優勝 三井　亮佑（石川県警察）

弐段の部 優勝 田村　優亘（北陸大学） 女子の部 優勝 腰　　文音（県立工業高校教）

平成30年度石川県柔道選手権大会
平成30年度石川県女子柔道選手権大会　　　　　         　　  2/3　石川県立武道館

男子個人 女子個人

　優勝　加藤　宏輔（石川県警察） 　優勝　橋高　朱里（金沢学院大学院）

　２位　中川　直治（金沢刑務所） 　２位　渡辺　心実（金沢学院大学）

　３位　澤　建志郎（石川県警察） 　３位　清水　美緒（金沢学院大学）

　３位　松山御勇大（鶴来高校教諭） 　３位　辻　ななる（窪田柔道倶楽部）

１回戦　津幡 3－1 長崎日大（長崎） 
２回戦　津幡 3－0 埼玉栄（埼玉） 
３回戦　津幡 2－2代 名張（三重） 

２回戦　津幡 0－3 富士学苑（山梨）

優勝  津幡　2位  金沢 優勝  金沢学院　2位  津幡

３位  鶴来　3位  県立工業 ３位  金沢　3位  県立工業

優勝  津幡　　2位  金沢 優勝  金沢学院　2位  津幡

３位  鶴来　3位  県立工業 ３位  県立工業　3位  金沢

最優秀選手　寺島　悠太（津幡） 最優秀選手　中森　華音（金沢学院）
優秀選手　　川崎　弘斗（津幡） 優秀選手　　小坂　愛美（津幡）
　　　　　　橋高　義人（金沢） 
　　　　　　島田　拓魅（鶴来） 
　　　　　　古谷　　渉（県立工業）
敢闘賞　　　田中　天馬（小松大谷）
　　　　　　島田　拓魅（鶴来）
　　　　　　山森　慶真（金沢桜丘）
　　　　　　本田　優真（津幡）
　　　　　　戸田　清雅（金沢）

〈 中 学 生 〉

〈 高 校 生 〉

〈 大 学 生 〉

〈 一 般 〉


